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(8) Barnard [2］および Simon[19］は株主およびその他の資金供給者，生産資源供給
者のみならず顧客もまた企業成員に含めている。これは彼等が組織をそれに参加する





から）定の iinputを受入れ，外部クソレーフヲこ対して outputを提供する opensystem 
〔Argyris[l] ）であると理解するわけである。
(9）“norm”およびそれと関連した“role”の概念については， Kahn,Wolfe and others 
[8〕をみよ。































































制圧迫度という概念は Bonini[4］の＂ indexof pressure”から示唆されたもので，Cyert




























（ロ） ε〔t)= [irct〕－iO(t)]I仁1 ilctJユ
である6 企業が恒常成長経路上にあれば（6）式を利用することによって






制 「満足化行動」については Simon[20], March and Simon [14], Cyert and March 
[5］，瀬岡仁21］等をみよ。
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